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 ９月６日、今年初めてのさわやかな秋晴れの日、井笠エリアの組合員１２人で「コ

ープおかやま牛」の産地、新見市哲多町の田淵農場へ見学にいきました。今までに、

美星の養豚場や乳牛の希望園、松崎牧場へ行ったことがあるものの、肉牛の見学は初

めてです。 

 まっ黒な千屋牛の牛舎の隣には、いたいた、白黒模様の「コープおかやま牛」の牛

くんたち８０頭、新入りの若い小柄な牛から順番に並んでいます。牛舎の奥に進んで

行くと、次第に体が大きい牛になり、一番奥のワクに入っている数頭は、もうすぐ出

荷という８００kg の立派な牛に成長しています。牛舎のワクの中は自由に動く回るこ

とができ、ストレスが少なく、どの牛くんも優しい目をしていました。エサにも工夫

があって、若い牛は稲わら中心のエサですが、成長するに従って稲わらが減り、トウ

モロコシなどの穀物のエサを増やしているそうです。 

 農場を見学して驚いたことが２つあります。１つは牛ってこんなに大きいんだとい

うこと。私の脳裏には狂牛病や口蹄疫で泣く泣く殺処分される牛の映像が焼き付いて

いますが、こんな大きな牛が病気になったら大変です。 

そういえば、牛舎に入る前にはキャップに靴カバー、消毒液で足を消毒したっけ。

病気予防もきちんとされていました。もちろん、毎日の健康チェックもバッチリです。

驚いたことの２つ目は、牛舎がとても清潔だということ。まだ、夏の暑さが続いてい

る時期なのに臭くない、ハエもほとんどいない。不思議なくらい気持ちよく見学がで

きました。牛舎に敷いてあるオガクズは、脱臭殺菌作用があるスギやヒノキを使って

あると聞いて納得しました。また、牛ふんは堆肥にして、稲わらの産地に運ばれて使

われるそうで、本当に循環しているんだということを実感しました。 

 小坂場長さんの「牛の１頭１頭と対話しながら世話をしいてる」というお話から、

本当に牛を大事に育てていることが分かり、うれしくなりました。そして、昼食で食

べた「コープおかやま牛」の焼き肉のおいしかったこと、私たちがどんどん利用する

ことで牛も生産者も喜んでくださり、より美味しい肉の生産に励んでくださるという

「いい循環」が生まれることを今後も期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 


